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1 . 91. 8% の保護者が健康について「とても関心がある J iまあ関心がある」と答え、 94.5%
が自身の健康状態について「とても健康で、ある J iまあ健康である」と答えた。一方
で、何かしらの自覚症状があるものは 75.3% と多く、 61. 6% の保護者が健康について
「とても不安があるまあ不安がある」と答えた。
2. 自身の体調不良時に 43.8% の保護者が病院や診療所を受診しなかった。その理由とし
て、 【緊急性と重症度から判断した】 {市販の薬で対応した】 【受診する時間がない】
【子どもがいるため】などをあげていた。












































































































































247 名に調査用紙を配付し、 73 名より返送が
あった(回収率 29.6%) 。
1. 対象者の属性(表1)
対象者の性別は女性が 72 名 (98.6%) 、男性
が l名(1. 4%) であったD 子どもとの関係は母
親が 72 名 (98.6%) であった。年齢は 30"34
歳がもっとも多く 32 名 (43.8%) であり、次に
多いのは 35"39 歳 17 名 (23.%) 、40"4 歳
13 名 (17.8%) であり、平均年齢は 35. 14 歳














































73 10.0% a 
69 94.5% a 
15 20.5% a 





4 5.3% 。 0.0% 
20 26.3% 
13 
職業は、常勤で働いている人は 20 名 (27.4%) 、
家事育児に専念が 41 名 (56.2%) で、あったO
同居家族は、母親が 73 名 (10%) 、父親が
69 名 (94.5%) 、祖母が 15 名 (20.5%) 、祖父
が 11 名(1 5.1%) 、きょうだいが 57 名 (78.1%)
で、あった。[ (%)はケースのパーセント]
平日の日中、子どもを主にみているのは、母
親が 51 名 (67.1%) と最も多く、次に保育園が





答えた保護者は 11 名 (15.%) 、「まあ健康で、あ
る」は 56 名 (76.%) 、「あまり健康でなしリは
6名 (8.2%) 、「健康でなしリは 0名で、あった口
『あなたは自分自身の健康に関心があります
か』との聞いに、「とても関心がある」と答えた
保護者は 27 名 (37.0%) 、「まあ関心がある」は




えた保護者は 5名 (6.8%) 、「まあ不安がある」
は 40 名 (54.8%) 、「あまり不安がなしリは 26
名 (35.6%) 、「不安がなしリは 2名 (2.7%) で
あった。
表2 保護者の健康について n=73 
人数 % 
健康状態 とても健康である 11 15.1 % 
まあ健康である 56 76.7% 
あまり健康でない 6 8.2% 
健康でない 。
健康関心 とても関心がある 27 37.0% 
まあ関心がある 42 57.5% 
あまり関心がない 4 5.5% 
関心がない 。
健康不安 とても不安がある 5 6.8% 
まあ不安がある 40 54.8% 
あまり不安がない 26 35.6% 
不安がない 2 2.7 弘
健康診断 毎年受けている 36 49.3% 
2-3 年に一回受けていξ 7 9.5% 
ほとんど受けていない 22 30.1% 
受けたことがない 6 8.2% 
無回答 2 2.7% 
さらに、『あなたは健康診断を受けていますか』
との問いに、「毎年受けている」と答えた保護者
は 36 名 (49.3%) 、r2'"3 年に一回受けている」
は 7名 (9.5%) 、「ほとんど受けたことがなしリ












も多かったのが、「肩こりJ 25 名 (45.%) で
あり、次に「いらいらしやすいJ 21 名 (38.2%) 、
「目男甫J 17 名 (30.9%) 、「体がだるしリ 「常に
疲れているJ15 名 (27.3%) 、「頭痛J10 名 (1 8. 2%) 
で、あった[複数回答あり] (表 3) 。
表3 保護者の自覚症状 n=55 
人数ケースの %
肩こり 25 45. 弘
いらいらしやすい 21 38.2 出
腰痛 17 30.9 目
体がだるい 15 27.3 弘
常に疲れている 15 27.3 旬
頭痛 10 18.2 九
めまい 9 16 .4弘
鼻水が出る 9 16 .4% 
せきやたんが出る 8 14.5 九
胃のもたれ・胸やけ 7 12.7 弘
眠れない 4 7.3% 
目が見えにくい 4 7.3% 
かゆみ 4 7.3% 
手足の関節が痛む 3 5.5 弘








「受診した」と答えた保護者は 41 名 (56.2%) 、





名 (36.%) 、「近くに住む家族に預けた」が 4
名 (9.8%) 、「子どもが保育園や幼稚園にいる間
に行った」が 4名 (9.8%) で、あったo











名 (37.0%) 、「なしリは 46 名 (63.0%) で、あっ






表4 体調不良時の受診について n=73 
人数 % 
体調不良時 受診した 41 56.2% 
受診しなかった 32 43.8 弘
受診時の子ども 同居する家族に預けた 16 39.0% a 
(n=41 ) 一緒に病院に連れて行った 15 36.% a 
(複数回答あり) 近くに住む家族に預けた 4 9.8% a 
子どもが保育園や幼稚園に 4 9.8 弘 a
いる聞に行った
一時保育に預けた 2 4.9% a 
友達に預けた 0 
その他 2.4% a 
受診したいけれどある一一一一一一一一一一…......_~._.lL…幻.Q~_.~
いけなかったことない 46 63.0% 






護者は 23 名 (30.3%) 、「育児や家事・仕事を終
えてから付議する」は 42 名 (5.3%) 、「その他」









た保護者は 10 名(1 3.9%) 、「今日知ったJ は















護者は 67 名 (9 1. 8%) 、「ない」は 6名 (8.2%)
で、あった。
かかりつけ医までの交通手段は、「車J が最も
多く 63 名 (94.0%) で、あった。また、「徒歩」
が5名 (7.4%) 、「自転車」が 3名 (4.%) で
あった。
かかりつけ医までの所要時間は、 10 分以内が
33 名 (49.2%) 、11 分'"'"'20 分以内が 28 名 (4 1. 7%) 
と9割近くの人が 20 分以内で、あったo さらに、
平均所要時間は 13.9 分 (S D= 9.10) で、あったO
かかりつけ医で、の平均待ち時間は、 10 分以内
が 18 名 (26.8%) 、11 分'"'"'20 分が 15 名 (2.3%) 、
21 分'"'"'30 分が 14 名 (20.8%) 、31 分'"'"'60 分が
16 名 (23.8%) 、61 分以上が 4名 (5.9%) であ
った。また、平均待ち時間の平均は、 32.3 分 (SD 二
25.0) で、あったo
表5 子どものかかりつけ医 n=73 
人数 今6
かかりつけ医 ある 67 91.8% 
の有無 ない 6 8.2% 
かかりつけ医まで 車 63 94.0% a 
の交通手段 徒歩 5 7.4% a 
(n=67) 
自転車 3 4.4% a 
(複数回答あり)
無回答 1.4% a 
かかりつけ医まで 10 分以内 3 49.2% 
の所要時間 1 分-20 分 28 4 1. 7% 
(n=67) 21 分-30 分 5 7.4% 
31 分以上 1.4% 
かかりつけ医での 10 分以内 18 26.8% 
平均待ち時間 1 分-20 分 15 2.3% 
(n=67) 21 分-30 分 14 20.8% 
31 分-60 分 16 23.8% 
61 分以上 4 5.9% 




















(p <0. 05) 。また、「日中の子ども」を見てい
るのが「母親J または「母親以外J であること
と子どもの受診に関する困りごとの有無の聞に










核家族 31 (57.4) 23 (42.6) X 2検定
甚大家族 7( 41.2) 10(58.) 
0.24 し、い小児科の開業医がない>など【病院が充実
【きょうだし、】
あり 29 (51.8) 27 (48.2) X 2検定 0.571 
なし 9 (60.) 6 (40.)
【仕事】
あり 12(40.) 18(60.) X 2検定 0.47 
なし 25 (64.1) 14(35.9) * 
【日中の子ども】
母親 31 (63 .3) 18(36 .7) X 2検定 0.14 
母塑以外 7( 31.8) 15 (68.2) * 【年齢】
34.5 歳 36.1 歳 t検定 0.178 


































表7 受診に関する因りごと ( )内は件数
主主主と コー ド
待つことが大変 ( 15) 俄慢閉岩津~~.... . ..... ・ …C1~). 
待つ場所かない (2) 
子どもが処置を嫌がる (3) 子どもが協力的でない (7) 
子どもが怖がる、くすsる (4) 
診察・治療に しっかりと診てもらえなかった (3) (7) 
納得できない 治療方針が合わない (4) 
対肢が親担支怠い (2) 













相談の有無 しない 18 
最も相談する相手配偶者 45 
(n=5) 実父母 17 
(複数回答あり) 義父母 1 
友人・知人 8 
16 
載されている部分から、 48 件の理由を抽出した。 心を求めて】、【受診できる病院の↑静民を知りた
















4) 小児救急電話相談(向∞ 0) について(表 10)
『小児救急電話本目談を知っていますか』との
間いに、「知っている」と答えた保護者は 68 名




34 名 (50.%) 、次に「病院・診療所J 23 名
(3.8%) 、「新生i児訪問J 2 名 (32.3%) 、「母
子手帳J 16 名 (23.5%) で、あった。
また、小児救急電話相談 (#80) の利用経
験を尋ねたところ、「ある」と答えたのは 45 名
















表10 小児救急電話相談(#800) の現状 n=73 
人数 % 
小児救急電話相談 知っている 68 93.2% 
(#800) の認知 知らない 5 6.8 弘
小児救急電話相談 健診 34 50. 首 a
( #800) を 病院・診療所 23 3.8% a 
どのように知ったか 新生児訪問 2 32.% a 
(n=68) 母子手帳 16 23.5 首a
(複数回答あり) 知人・家族 7 10.2% a 
ホー ムペー ジ 。
その他 6 8.% a 
小児救急電話相談 ある 45 6.2 弘
( #800) の利用経験ない 2 32. 弘
(n=68) 無回答 1.5 出
小児救急電話相談 できた 40 8.9% 
(#800) の満足度 で、きなかった 5 1.% 
(n=45) 













心がある」と答えたものは 91. 8% であり、先行





























































































































保護者の 81. 8% は「配偶者J を相談相手として


















相談(持 80 番)を平日は 18 時~翌朝 8時、土





との問いに、 50.% の保護者が「健診」、 3.8%
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